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　米国パデュー大学は、米国の化石燃料消費に伴
うこれまでの CO2 排出量について、全米地域を対
象に 1 時間毎の時系列変化を俯瞰できる Vulcan
という解析システムが完成したことを公表した
（2008 年 4 月）1）。
　Vulcan は、米国航空宇宙局（NASA）と米国エ
ネルギー省（DOE）の助成によって、北米炭素プ
ロ グ ラ ム（North American Carbon Program；
NACP) のもと、パデュー大学を中心にしたチー
ムによって実施されたプロジェクトである。この
プロジェクトの目的は、米国本土の CO2 排出量分
布を、空間単位で 10km、時間単位で 1 時間とい
う精度で可視化することにあり、それまで報告さ
れていた 1 ヶ月毎の排出分布結果に対して飛躍的
な改善をねらったものである。本成果は、NASA
が 2008 ～ 2009 年に実施を計画している新たな
衛星打ち上げミッション OCO（Orbiting Carbon 
Observatory、炭素観測衛星 ) に資するデータベ
ースとしても活用する予定である。
　Vulcan は、全米の主要な発電所や工場などの連
続的な排出モニタリング、産業地帯の排出モデル、
米国環境保護庁 (EPA）による自動車の排ガス測定
とそれによるモデル、その他、民生・産業などセ
クター別の種々な結果を重ね合わせて計算する解
析および表示システムである。図表 1 は 2002 年
の年間排出量に関する計算結果である。データベ
ース上では、2002 年の 1 年間の排出量分布変化
を 1 時間ごとの視覚化データとしてアニメーショ
ン表示することができる。また図表 2 は、図表 1
の排出量を大気濃度に変換し、1998 年に別のモデ
ルによって計算された濃度と比較した結果である。
これによって、南東地域での排出量の増加傾向が
顕著であったことが判明したと報告されている。
　この解析システムはあくまで排出量データに基
づくもので、実際に地球上にストックされている
CO2 の総量を現すものではない。また、これらは
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過去の排出量の再現であり、現状をリアルタイム
に表すものではない。しかしながら、場所・時間・
量などの CO2 排出状況が詳細に把握できること
によって、排出責任や地域性に対応した具体的な
CO2 低減目標などの環境・エネルギー政策策定に
資する有用なツールになるものと考えられる。
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　2008 年 4 月、米国パデュー大学は、全米地域のこれまでの CO2 排出量分布を時系列で俯瞰でき
る解析システム（Vulcan）の完成を発表した。Vulcan は米国航空宇宙局（NASA）と米国エネルギー省
（DOE）の助成で進められた。全米の主要発電所や工場などの連続的排出モニタリング、産業地帯の
排出モデル、自動車の排ガス測定結果とモデル、その他排出情報を重ね合わせて計算し、空間単位
で 10km、時間単位で 1 時間という高精度の表示を実現した。本成果は、NASA が 2008 ～ 2009 年
に計画している CO2 量観測の新たな衛星打ち上げミッションに資するデータベースとしても活用さ
れる予定である。得られた結果は CO2 の現在の総量を現すものではないが、場所・時間・量など詳
細に状況把握できることにより、環境・エネルギー政策策定に有用なツールになると期待されている。
図表 1　2002 年の CO2 排出量分布マップ
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図表 2　1998 ～ 2002 年の冬季における CO2 排出量の変化
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